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② 若年層向け
新たなパーソナルギフト需要創出活動
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◆背景︓若年層の花贈り意識調査より
購⼊経験者であっても約8割が
「花屋さんにあまり⾏かない・
ほとんど⾏かない」
⾏かない理由の⼤半は、
「花屋さんに⾏く⽤事がないから」

花を贈る・飾るきっかけ作り

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

◆背景︓国際⼥性デー2023 消費者意識実態調査より

男性、および
年代が上がるほど認知低い

各年代で増加中
20代⼥性は50％越え

関⼼の⾼い若年層⼥性
コミュニケーションとしての花
（花贈り）のきっかけに︕

国際⼥性デーの認知率＝ 2023年「41.5％」 2022年の「30.7％」から⼤きく伸⻑︕
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◆社会的関⼼が⾼く、かつ若年層の認知が⾼い「国際⼥性デー」にテーマ絞る

①花業界からも社会へ発信
「花」が象徴のイベント、社会課題へ花で貢献

②「幸せの⻩⾊い花」を贈ろう
若年層⼥性の認知がダントツ⾼い※
花を贈り合う、⾃分へ贈る購買⾏動を促す

③⼥性の活躍とは︖︕⼥性が輝く花業界に
魅⼒的な働く環境で選ばれる業界に︕⼈財獲得の道筋へ

「⼥性のエンパワーメント推進と社会活性化」および
「SDGs（持続可能な開発⽬標）推進」を⽬的とした

HAPPY WOMAN実⾏委員会との
協業強化

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動
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◆国際⼥性デー2024 プロモーション概要

SDGsの浸透にともない、企業の取り組みも増え、年々関⼼が⾼まる世界的な記念⽇「国際⼥性デー」。
昨今のミモザ⼈気も⼿伝い、特に20代⼥性の認知度が断トツに⾼い中、
花業界として「国際⼥性デー」の啓発に貢献すべく、「幸せの⻩⾊い花」の花贈りを広げていく試み。

l全国花店にポスター・配布⽤ポストカードの提供（花の国会員⼩売企業中⼼/1⽉初旬発送済み）
l国際⼥性デー公式サイト⽴ち上げ（2/29公開予定）
l『花時間』プロデュース・ショート動画制作（2/29公開予定）
lPRTIMES ニュースリリース（3/1配信）
l花の国会員⼩売企業、パートナーメディア『花時間』と共にSNS・サイトなどで情報発信連動（3/1-3/8）
l異業種コラボイベント「新宿タカシマヤ」（3/8-3/10）
lHAPPY WOMAN AWARD2024 × J-WAVE 協⼒（3/8＠恵⽐寿ウェスティンホテル）
l「国際⼥性デー」消費者意識実態調査（3⽉下旬実施）

※⻩⾊箇所＝新規取り組み

◆国際⼥性デー2024活動カレンダー

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



©国産花き需要拡⼤推進協議会 38

◆国際⼥性デー2024 プロモーション⽤販促ツール

◆国際⼥性デー 公式サイト新規⽴ち上げ（2/29公開）

https://happywoman-flower.com

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

https://happywoman-flower.com/
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◆HAPPY WOMAN FESTA公式サイトにリンクバナー設置

https://happywoman.online/about/

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

https://happywoman.online/about/
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◆国際⼥性デー 120秒ショート動画制作（2/29公開）
produced by 花時間（パートナーメディア）

私たちもHAPPY WOMAN︕
「幸せの⻩⾊い花」で輝く
花業界の⼥性たちからのメッセージ

＜ご出演＞花の国⼥性理事企業様、ワーキンググループ企業様

＊花店スタッフ
（⻘フラ本店島⽥店⻑、⽇⽐⾕本店櫻井さん、はなも⼤⽮社⻑
／ヌボー⽣花店様、第⼀園芸様、フルールカレン様、花恋⼈様、ブケオブケ様）

＊花市場スタッフ
（⼤⽥花き榎本さん／⼤⽥花き様スタッフ、花満和⽥会⻑＋スタッフ、

⼤分園芸花市場菊⾕社⻑＋スタッフ）

＊花⽣産者さん
（ガーベラ ⼭本ゆかりさん、バラ⼤仲ばら園佐津間碧さん）

＊オフィス 花キューピット（株）様

https://www.youtube.com/watch?v=4X7h03BeyKk

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

https://www.youtube.com/watch?v=4X7h03BeyKk
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◆PR TIMES ニュースリリース 3/1配信
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000022.000054763.html

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000022.000054763.html
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(続き）◆PR TIMES ニュースリリース 3/1配信

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動
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(続き）◆PR TIMES ニュースリリース 3/1配信

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動
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◆メディアタイアップ︓『花時間』発信事例

2024年1⽉発刊『花時間』誌⾯ 花時間公式Instagram

花時間公式Instagram 
ストーリーズ

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動
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【ご参照】パートナーメディア『花時間』媒体資料

本取り組みも花時間公式SNSと連動し拡散

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動
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2024/3/15
花卉園芸新聞

Yahoo!ニュースで紹介︕

◆メディア掲載事例

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動
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◆異業種コラボ事例︓HW実⾏委員会連携＝新宿タカシマヤ様
3/7〜3/10 フロア装花
3/8 「幸せの⻩⾊い花」ミニブーケ300束（3万円以上お買上げプレゼント）

←「幸せの⻩⾊い花」
（ミモザ、ラナンキュラスなど）
に付帯する専⽤ポストカード

「幸せの⻩⾊い花」束制作協⼒︓はなどんやアソシエ →

フロア装飾協⼒︓
AOYAMA FLOWER MARKET ANNEX ↓

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動
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◆3⽉8⽇国際⼥性デー／HAPPY WOMAN AWARD2024授賞式
＠WESTIN HOTEL TOKYO

https://happywoman.online/media/prreport202403
08/?fbclid=IwAR2ZWKqeyivfNV7Dizf6sko8w5qHKTY
QP5gDwt3w6WH603zM4dltUZOXuy4

ステージ装花・受賞者贈呈⽤花束
プレゼンテーターのブートニア制作協⼒

※多くのテレビ局・新聞取材あり

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

https://happywoman.online/media/prreport20240308/?fbclid=IwAR2ZWKqeyivfNV7Dizf6sko8w5qHKTYQP5gDwt3w6WH603zM4dltUZOXuy4
https://happywoman.online/media/prreport20240308/?fbclid=IwAR2ZWKqeyivfNV7Dizf6sko8w5qHKTYQP5gDwt3w6WH603zM4dltUZOXuy4
https://happywoman.online/media/prreport20240308/?fbclid=IwAR2ZWKqeyivfNV7Dizf6sko8w5qHKTYQP5gDwt3w6WH603zM4dltUZOXuy4
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花の国は初年度
2017年より共に活動

AWARD受賞のLiLiCoさん
J-WAVE
『ALL GOOD FRIDAY』

を会場から⽣放送
「幸せの⻩⾊い花」ブーケプレゼントも︕

J-WAVE特設スタジオ
装花協⼒

◆3⽉8⽇国際⼥性デー／HAPPY WOMAN AWARD2024授賞式
＠WESTIN HOTEL TOKYO

会場内
フォトスポット装花協⼒

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



◆参加花店の取り組み事例︓⻘⼭フラワーマーケット様

AFM 南⻘⼭本店
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②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



AFM 渋⾕スクランブルスクエア店
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◆参加花店の取り組み事例︓⻘⼭フラワーマーケット 様

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



店頭⽤POP（新規） ブーケ⽤タグ（新規）

レジでお渡し
花業界共通ポストカード
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◆参加花店の取り組み事例︓⻘⼭フラワーマーケット 様

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



ブランドサイト（ニュース）

◆参加花店の取り組み事例︓⻘⼭フラワーマーケット 様
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②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



Instagram
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X Facebook

◆参加花店の取り組み事例︓⻘⼭フラワーマーケット 様

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



店舗では、ミモザを使ったブーケや、ミモザ単品でコーナー展開。
ギフトの他、単品は⾃宅⽤でも多く販売できた。

⼀部店舗にてミモザのワークショップも開催した。
法⼈需要もあり。受付花やいけ込みの需要もあった。

◆参加花店の取り組み事例︓第⼀園芸様
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②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



◆参加花店の取り組み事例︓第⼀園芸様

Instagram
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②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動



Hibiya Kadan Style アトレ恵⽐寿店

Hibiya Kadan Style 渋⾕ヒカリエ店

◆参加花店の取り組み事例︓⽇⽐⾕花壇様
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◆参加花店の取り組み事例︓⽇⽐⾕花壇様

Instagram

オンラインショップサイト

昨年度より国際⼥性デーを
意識した商品やページを展開。
ミモザアイテムおよび⻩⾊の花
アイテムを販売したところ、
ミモザ商品は全品完売と好調
（ただし国際⼥性デー⽤途
ではない）
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◆花店によるSNS投稿事例︓#幸せの⻩⾊い花

花店（⼤阪）

Karendo 様（チェーン花店）
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広島TSS テレビ取材
花満（広島）

Instagram
東京フラワーポート
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◆プロモーション効果検証
   国際⼥性デーを中⼼とした消費者調査報告（3LS、いい夫婦の⽇含む）

１．調査概要
企画︓ 花の国⽇本協議会 2011年以降、毎年同時期に実施

実査︓ 株式会社メタウェルコ
実施期間︓ 2024年3⽉
対象条件︓ 20〜40代の男性547名、⼥性552名 計1099名（全国）
調査⽅法︓ インターネット調査
※2021年に「ジェンダーフリー化」を意識した対象条件に変更。性別の設問枠を廃⽌。

本年度は分析時に既婚者のみの回答を廃⽌。

２． 調査⽬的
「フラワーバレンタイン」「国際⼥性デー」のプロモーションの基礎資料として、花贈りに関する⽣活者
の意識や購買⾏動を調べる。認知率、購⼊率などの基本事項については、継続データを蓄積し、
経年変化を捉える。いい夫婦の⽇、愛妻の⽇、ホワイトデーの購買⾏動についても調査する。
※本年度追加設問︓花ギフトのラッピングに関する設問を追加。

３． 調査項⽬
結果は⼤きく１から３の項⽬に分けている。次⾴以下に要約と集計結果を⽰す。
質問票、単純集計表とフェースシートは、巻末資料として掲載。

1. 認知率、認知経路
バレンタインデーの意味の認知率、「フラワーバレンタイン」の認知率、認知経路、
国際⼥性デーの認知率、認知経路

2. 購⼊率、購⼊意向
特別な⽇のギフトとしての花の購⼊状況、次回への購⼊意向で経年変化をみる。
※2011年〜バレンタインデー、2019年〜愛妻の⽇、ホワイトデー、

2021年〜いい夫婦の⽇を追加。

3. ギフトとしての花の位置づけ
バレンタインデー、いい夫婦の⽇、愛妻の⽇、ホワイトデーに花を贈った⼈が、贈り物として花を選
んだ理由（2020年からの質問）
花を贈ることについて共感できること、フラワーギフトのラッピングについての意⾒（2024年から質
問）

資料A 回答者フェース項⽬・単純集計表
資料B 回答者フェース票・設問票
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●国際⼥性デーの認知率は「以前から知っている」「今年初めて知った」が合わせて39.0％。
「以前から知っている」⼈が3割を超えている。

●性別では、⼥性の認知率が44.2%と男性(35.9%)を⼤きく上回る。年代別では20代で
44.8%と上の世代よりも⾼い傾向にある。

●20代の男⼥で認知率はともに4割を超えており、若い世代を中⼼とした認知浸透、関⼼の⾼さが
うかがえる。

1-4.国際⼥性デーの認知

27.1

34.6

8.8

7.6

64.2

57.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.男性

2.⼥性

1.以前から知っている 2.今年初めて知った 3.知らない

30.8 

8.2 

61.0 

1.以前から知ってい
る
2.今年初めて知った

3.知らない

単位：％

33.7

30.1

28.7

11.1

6.0

7.4

55.2

63.8

63.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.２０代

2.３０代

3.４０代

1.以前から知っている 2.今年初めて知った 3.知らない

Q5 「国際⼥性デー」をご存じですか？ （ n= 1099、SA）

【全体】

【性別】

【年代】

n =1099

31.1
24.3
25.7

36.2
35.9

31.7

12.6
5.5
8.2

9.7
6.5

6.6

56.3
70.2
66.1

54.1
57.6

61.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.男性 ２０代
2.男性 ３０代
3.男性 ４０代
4.⼥性 ２０代
5.⼥性 ３０代
6.⼥性 ４０代

1.以前から知っている 2.今年初めて知った 3.知らない

【性年代】

知っている計＝39.0%

男性︓n =547
⼥性︓n =552

20代︓n =368
30代︓n =365
40代︓n =366

男性20代：ｎ=183
男性30代：ｎ=181
男性40代：ｎ=183
⼥性20代：ｎ=185
⼥性30代：ｎ=184
⼥性40代：ｎ=183
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●国際⼥性デーは「以前から知っている」が23年31.5%、24年30.8%とほぼ横ばい（0.7ポイント減）。
「今年初めて知った」も1.8ポイント減少。

●男⼥別の経年変化を⾒ると、男⼥とも「今年初めて知った」が23年からは横ばいである。

注：国際⼥性デーについての設問は2022年から追加された。

17.1

31.5 30.8

13.6

10.0 8.2
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60.0

2022年 2023年 2024年

以前から知っている 今年初めて知った

認
知
率

%

認知計 30.7%

認知計 41.5%

【経年変化 全体】
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【経年変化 男性】

19.2

34.8 34.6
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9.9 7.6
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以前から知っている
今年初めて知った

【経年変化 ⼥性】

認知計
26.0%

認知計
38.1% 認知計

35.2%

認知計
44.7%

認知計 39.0%

認知計
35.9%

認知計
42.2%

1-4.国際⼥性デーの認知（続き）
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●全国的に⾒て、まだ6〜7割が「国際⼥性デー」を知らない
●都道府県ごとの認知経路については⼤都市がある都道府県を抜き出し表に⽰した。回答数が
少ない都道府県別については参考値である。

Q5 「国際⼥性デー」をご存じですか？ （ n= 1099、SA）

【地域別】

【⼤都市のある都道府県別】

3⽉8⽇「国際⼥性
デー(ミモザの⽇)」の認

知

地⽅別表

1.北海道 2.東北 3.関東 4.中部 5.近畿 6.中国 7.四国 8.九州

合計 51 68 473 155 180 56 35 81

1.以前から知っている 35.3 26.5 33.6 26.5 26.7 33.9 34.3 29.6

2.今年初めて知った 5.9 4.4 9.7 5.8 9.4 8.9 2.9 7.4

3.知らない 58.8 69.1 56.7 67.7 63.9 57.1 62.9 63.0

3⽉8⽇「国際⼥性
デー(ミモザの⽇)」の認

知

⼤都市がある都道府県別表

1.北
海道

2.宮
城県

3.埼
⽟県

4.千
葉県

5.東
京都

6.神
奈川
県

7.静
岡県

8.愛
知県

9.京
都府

10.⼤
阪府

11.兵
庫県

12.広
島県

13.福
岡県

合計 51 28 92 60 169 90 19 60 19 78 58 20 35

1.以前から知っている 35.3 21.4 30.4 40.0 37.3 28.9 15.8 30.0 21.1 25.6 29.3 30.0 31.4

2.今年初めて知った 5.9 3.6 9.8 11.7 9.5 13.3 10.5 5.0 10.5 9.0 6.9 10.0 5.7

3.知らない 58.8 75.0 59.8 48.3 53.3 57.8 73.7 65.0 68.4 65.4 63.8 60.0 62.9

1-4.国際⼥性デーの認知（続き）
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Q６「国際⼥性デー」について、あなたは以下のことをご存じですか?（MA n= 429）
1.  3⽉8⽇の「国際⼥性デー」は、国連が定めた記念⽇である
2. 3⽉8⽇、イタリアでは⾝近な⼥性に感謝の気持ちを込めて「ミモザ」の花を贈る⾵習があ
り、

「ミモザの⽇」ともいわれる
3.「国際⼥性デー」の起源は、1904年にアメリアＮＹで婦⼈参政権を求めたデモである
4.「国際⼥性デー」は、すばらしい役割を担ってきた⼥性たちによってもたらされた勇気と

決断を称える⽇である

●国際⼥性デーの意味の認知について「3⽉8⽇は国連が定めた記念⽇」が最も⾼く58.0%。次いで
「イタリアの⾵習からミモザの⽇といわれている(39.9%)」「素晴らしい役割を担ってきた⼥性による勇気
と決断をたたえる⽇(38.5%)」「起源はNYで婦⼈参政権を求めたデモ（27.0%)」。

●性別では「ミモザの⽇」が⼥性が男性を⼤幅に上回っており、“ミモザ”は⼥性層に伝わりやすいキーワー
ドといえる。年代別では20代で「⼥性たちの勇気と決断を称える⽇」「起源はNYで婦⼈参政権を求め
たデモ」などより深い知識が他の年代よりも⾼め。SDGʼs教育が浸透しつつある世代としての傾向が⾒て
取れる。

58.0
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（全体：n=429）
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●国際⼥性デーの意味の理解度は「国連が定めた記念⽇」が58.8%でほかの項⽬に⽐べて⾼いが、
時系列で⾒るとスコアは横ばい。

●「ミモザの⽇」今回39.9%で4.4ポイントの減少。 「⼥性たちの勇気と決断を称える⽇」は
38.5%で3.2ポイントの減少。「期限はNYの婦⼈参政権要求デモ」は27.0%で3ポイント減と
いずれも微減との結果となった。

57.6 57.7 58.0

41.2
44.3
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41.7
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2022年 2023年 2024年

「国際女性デー」は国連が定めた記念日

イタリアでミモザを送る風習から「ミモザの日」ともいう

起源は1904年のNYでの婦人参政権要求デモ

女性たちの勇気と決断を称える日

認
知
率

%

【経年変化】 全体

注：国際⼥性デーについての設問は2022年から追加された。

Q６「国際⼥性デー」について、あなたは以下のことをご存じですか?（MA n= 429）
1.  3⽉8⽇の「国際⼥性デー」は、国連が定めた記念⽇である
2. 3⽉8⽇、イタリアでは⾝近な⼥性に感謝の気持ちを込めて「ミモザ」の花を贈る⾵習があり、

「ミモザの⽇」ともいわれる
3.「国際⼥性デー」の起源は、1904年にアメリアＮＹで婦⼈参政権を求めたデモである
4.「国際⼥性デー」は、すばらしい役割を担ってきた⼥性たちによってもたらされた勇気と

決断を称える⽇である
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Q7 Q5で3⽉8⽇「国際⼥性デー（ミモザの⽇）を知っている」とお答えの⽅に伺います。
あなたは「国際⼥性デー（ミモザの⽇）」についてどこで知りましたか。

（国際⼥性デー認知者 MA n= 429）

●国際⼥性デーの認知経路をみると「テレビ」が最も⾼く41.0%。次いで「SNS(26.6%)」「他の
サイトやブログ（20.5%)」が上位に挙げられた。

●花店の店頭ポスターは11.4%、POP・ポストカードは7.2%。テレビとウェブメディア・SNSによる
認知浸透効果が特に⾼かったと⾔える。

●今回追加した「花の国協議会公式サイト」は6.5%の結果であった。
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20.5 
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1.店頭ポスター

2.POPやポストカードなど

3.「HAPPY WOMAN FESTA 2024」のHP

4.花の国⽇本協議会「国際⼥性デー」公…

5.他のサイトなど

6.SNS投稿

7.テレビ

8.新聞

9.雑誌

10.ラジオ

11.イベントや街頭キャンペーン

12.家族や友⼈・知⼈から⼝コミ

13フリーペーパーや折込チラシなど

14.その他

単位：％

←１位
←２位

←３位

【全体】（全体：n=429）

1.花店の店頭ポスター 
2.花店のPOPやポストカードなど 
3.「HAPPY WOMAN FESTA 2024」のホームページ 
4.花の国⽇本協議会「国際⼥性デー」公式サイト 
5.他のウェブサイトやブログ、YouTubeなど 
6.X（旧ツィッター）、インスタグラム、フェイスブックなどSNS投稿 
7.テレビ 

8.新聞 
9.雑誌 
10.ラジオ 
11.イベントや街頭キャンペーン 
12.家族や友⼈・知⼈から⼝コミ 
13.商業施設のフリーペーパーや折込チラシなど 
14.その他 
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3.「HAPPY WOMAN …

4.花の国⽇本協議会…

5.他のサイトなど

6.SNS投稿

7.テレビ

8.新聞

9.雑誌

10.ラジオ

11.イベントや街頭…

12.家族や友⼈・知⼈…

13フリーペーパーや折…

14.その他

1.２０代 2.３０代 3.４０代
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5.他のサイトなど

6.SNS投稿

7.テレビ

8.新聞

9.雑誌

10.ラジオ

11.イベントや街頭…

12.家族や友⼈・知⼈…

13フリーペーパーや折…

14.その他

1.男性 2.⼥性

男性：n =196、⼥性：n =233 20代：n =165、30代：n=132、40代：n=132

単位：％単位：％

●性別でみると男性で「花店の店頭ポスター」「HAPPYWOMANFESTAのHP」「POPやポストカード」
「花の国協議会の公式HP」「ラジオ」が⼥性より⾼い傾向にある。

●⼥性では「テレビ」「SNS投稿」が主な認知の⼊り⼝となっている傾向。
●年代別では「テレビ」は年齢が⾼いほど、「SNS」「店頭ポスター」は若い世代ほど⾼い傾向。

【性別】 【年代】

Q7 Q5で3⽉8⽇「国際⼥性デー（ミモザの⽇）を知っている」とお答えの⽅に伺います。
あなたは「国際⼥性デー（ミモザの⽇）」についてどこで知りましたか。

（国際⼥性デー認知者 MA n= 429）
1.花店の店頭ポスター 
2.花店のPOPやポストカードなど 
3.「HAPPY WOMAN FESTA 2024」のホームページ 
4.花の国⽇本協議会「国際⼥性デー」公式サイト 
5.他のウェブサイトやブログ、YouTubeなど 
6.X（旧ツィッター）、インスタグラム、フェイスブックなどSNS投稿 
7.テレビ 

8.新聞 
9.雑誌 
10.ラジオ 
11.イベントや街頭キャンペーン 
12.家族や友⼈・知⼈から⼝コミ 
13.商業施設のフリーペーパーや折込チラシなど 
14.その他 
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認知経路 複数回答 2022年 2023年 2024年

花店の店頭ポスター 13.5 10.7 11.4

花店のPOPやチラシなど 10.3 4.6 7.2

「HAPPY WOMAN FESTA 2024」のホームページ 7.9 5.7 7.2

花の国⽇本協議会「国際⼥性デー」公式サイト（今回追加） 6.5

他のウェブサイトやブログ、YouTubeなど 16.2 15.6 20.5

ツィッター、インスタグラム、フェイスブックなどSNS投稿 27.5 26.3 26.6

フラワーバレンタイン公式SNSの投稿（今回削除） 3.4 3.1 -

テレビ 36.8 41.2 41.0

新聞 6.9 8.6 7.7

雑誌 2.2 2.4 0.7

ラジオ 3.7 3.9 4.7

イベントや街頭キャンペーン 4.8 4.4 4.2

家族や友⼈・知⼈から⼝コミ 4.9 3.9 4.9

書籍やCD（今回削除） 1.9 2.0 -

商業施設のフリーペーパーや折込チラシなど 2.8 3.5 3.3

最初から知っていた（今回削除） 6.4 7.5 -

その他（具体的に） 3.4 2.2 3.0

全体（ｎ）（FV認知者） 668 456 429

●FV認知者ベースの認知経路を時系列でみると、2024年度は「他のウェブサイトやブログ、
YouTubeなど」が20.5%で前回から4.9ポイント上昇。

●例年⾼い「テレビ」は41.0%とほぼ横ばい。他に「SNS投稿（26.6%）」「花店店頭ポスター
（11.4%)」などが上位項⽬に挙げられたが、同じくほぼ横ばい。テレビの情報番組などで話題となる
ことでベースとなり、認知が広がっているものと考えられる。

【経年変化】（国際⼥性デー認知者 MA） 単位：％

Q7 Q5で3⽉8⽇「国際⼥性デー（ミモザの⽇）を知っている」とお答えの⽅に伺います。
あなたは「国際⼥性デー（ミモザの⽇）」についてどこで知りましたか。

（国際⼥性デー認知者 MA n= 429 ）

注：国際⼥性デーについての設問は2022年から追加された。
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2-1. 各記念⽇ごとの花の購⼊率・購⼊意向
いい夫婦の⽇、愛妻の⽇、バレンタインデー、ホワイトデー、国際⼥性デー
全体／性別／年代／地域別・主要都市所在県別／経年変化

2-1-1.いい夫婦の⽇ 購⼊率・購⼊意向
全体／性別／年代／全体および既婚男性の経年変化

2-1-2. 愛妻の⽇ 購⼊率・購⼊意向
全体／性別／年代／全体および既婚男性の経年変化

2-1-3. バレンタインデー 購⼊率・購⼊意向
全体／性別／年代／全体および男性の経年変化

2-1-4.ホワイトデー 購⼊率・購⼊意向
全体／性別／年代／全体および男性の経年変化

2-1-5.国際⼥性デー 購⼊率・購⼊意向
全体／性別／年代

2. 購⼊率、購⼊意向

【解説】 Q9〜Q13 各記念⽇の花贈りについての設問・選択肢の変更について

回答画⾯上での調査対象者の負担感を軽減するために、2024年から記念⽇ごとに設問を分割。
また、選択肢が⻑くなるため各項⽬から⽇付を削除し「直近・過去・次回」に表記を統⼀した。

■項⽬の追加履歴、回答者限定条件の変更について
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Q９〜13 いい夫婦の⽇（11/22)／愛妻の⽇（1/31）／バレンタインデー／ホワイトデー／国際
⼥性デー（3/8）についてお答えください。（直近・過去・次回それぞれについてあてはまる／
あてはまらないのどちらかをひとつ選択）

※ 花を贈る＝購⼊と置き換えて集計している。実際には、両者は必ずしも同じではない。

2-1.各記念⽇ごとの花の購⼊率、購⼊意向

【全体／性別】 過去に贈った花を贈ったことがある

【全体／性別】 直近に花を贈った

【全体／性別】 次回に花を贈りたい

●各記念⽇の直近の花贈りの経験では、全体が５〜6％、いずれも男性がより⾼く８〜9%に達する。
過去の経験では、バレンタインやホワイトデーで男性のスコアが⾼くなっている。

●どの記念⽇も、購⼊意向（次回贈りたい）は男性がより⾼い傾向にあり、今後も男性を意識した
関⼼喚起のための継続的な施策が必要と考えられる。

※いい夫婦の⽇／愛妻の⽇については、
2023年までは、⼥性も含めた「既婚者」に質問。
2024年からは、性別・未既婚を問わず全員に質問。

直近に贈った 全体％ 男性％ ⼥性％
n=1099 n=547 n=552

いい夫婦の⽇ 6.7 9.1 4.3
愛妻の⽇ 5.3 7.5 3.1

バレンタインデー 6.7 9.7 3.8
ホワイトデー 6.0 8.8 3.3

国際⼥性デー 5.0 6.8 3.3

過去に贈ったことがある
全体％ 男性％ ⼥性％

n=1099 n=547 n=552
いい夫婦の⽇ 6.3 9.3 3.3
愛妻の⽇ 5.3 7.5 3.1

バレンタインデー 7.4 11.2 3.6
ホワイトデー 7.0 11.3 2.7

国際⼥性デー 4.4 6.4 2.4

次回に贈りたい 全体％ 男性％ ⼥性％
n=1099 n=547 n=552

いい夫婦の⽇ 11.2 14.3 8.2
愛妻の⽇ 8.1 11.2 5.1

バレンタインデー 8.9 11.0 6.9
ホワイトデーのお返し 14.1 20.8 7.4

ホワイトデー 11.3 15.9 6.7
国際⼥性デー 7.8 10.1 5.6
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直近に贈った
全体％ 20代％ 30代％ 40代％

n=1099 n=368 n=365 n=366

いい夫婦の⽇ 6.7 10.6 5.2 4.4

愛妻の⽇ 5.3 9.5 3.6 2.7
バレンタインデー 6.7 9.8 6.0 4.4

ホワイトデー 6.0 10.1 3.8 4.1
国際⼥性デー 5.0 9.2 3.0 2.7

過去に贈ったことがある
全体％ 20代％ 30代％ 40代％

n=1099 n=368 n=365 n=366

いい夫婦の⽇ 6.3 9.2 5.2 4.4
愛妻の⽇ 5.3 9.2 3.3 3.3

バレンタインデー 7.4 9.8 6.6 5.7
ホワイトデー 7.0 9.2 4.7 7.1

国際⼥性デー 4.4 7.6 3.0 2.5

※ 花を贈る＝購⼊と置き換えて集計している。
実際には、両者は必ずしも同じではない。

2-1.各記念⽇ごとの花の購⼊率、購⼊意向

【全体／性別】 過去に贈った花を贈ったことがある

【全体／性別】 直近に花を贈った

【全体／性別】 次回に花を贈りたい

●年代別では、20代で直近・過去・次回のいずれのスコアも⾼い傾向にある。特に次回の花贈りの
意向が他の年代よりも⾼く、若年男性へのアプローチは今後も重要な課題といえる。

次回に贈りたい
全体％ 20代％ 30代％ 40代％

n=1099 n=368 n=365 n=366

いい夫婦の⽇ 11.2 14.4 9.3 9.8

愛妻の⽇ 8.1 11.7 6.6 6.0

バレンタインデー 8.9 13.6 6.6 6.6

ホワイトデーのお返し 14.1 17.4 13.2 11.7

ホワイトデー 11.3 15.5 9.0 9.3

国際⼥性デー 7.8 12.8 4.9 5.7

©国産花き需要拡⼤推進協議会 72

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

72



直近に贈った
全体 1.北海

道 2.東北 3.関東 4.中部 5.近畿 6.中国 7.四国 8.九州

1099 51 68 473 155 180 56 35 81

いい夫婦の⽇ 6.7 7.8 7.4 6.1 5.2 7.2 10.7 2.9 9.9
愛妻の⽇ 5.3 5.9 4.4 5.1 3.9 3.9 10.7 2.9 9.9

バレンタインデー 6.7 5.9 5.9 6.6 4.5 6.1 12.5 2.9 12.3
ホワイトデー 6.0 3.9 7.4 6.3 3.9 4.4 12.5 0.0 9.9

国際⼥性デー 5.0 5.9 4.4 5.5 2.6 3.3 7.1 2.9 9.9

過去に贈ったことがある
全体 1.北海

道 2.東北 3.関東 4.中部 5.近畿 6.中国 7.四国 8.九州

1099 51 68 473 155 180 56 35 81

いい夫婦の⽇ 6.3 5.9 5.9 6.8 4.5 5.6 7.1 5.7 8.6
愛妻の⽇ 5.3 2.0 4.4 5.7 3.9 3.9 8.9 2.9 9.9

バレンタインデー 7.4 3.9 5.9 7.6 7.1 6.7 8.9 8.6 9.9
ホワイトデー 7.0 2.0 4.4 8.0 5.8 6.1 12.5 8.6 6.2

国際⼥性デー 4.4 2.0 4.4 4.9 2.6 3.9 3.6 2.9 8.6

●地域別では、多くの地域で回答者の⺟数数が少ないので、参考値である。

単位：％

2-1.各記念⽇ごとの花の購⼊率、購⼊意向

【地域別】 過去に贈った花を贈ったことがある

【地域別】 直近に花を贈った

【地域別】 次回に花を贈りたい

次回に贈りたい
全体 1.北海

道 2.東北 3.関東 4.中部 5.近畿 6.中国 7.四国 8.九州

1099 51 68 473 155 180 56 35 81

いい夫婦の⽇ 11.2 9.8 11.8 11.6 9.0 9.4 16.1 11.4 13.6
愛妻の⽇ 8.1 3.9 8.8 7.8 7.1 9.4 8.9 2.9 12.3

バレンタインデー 8.9 3.9 7.4 9.5 5.2 8.9 12.5 8.6 14.8
ホワイトデーのお返し 14.1 7.8 10.3 15.2 11.0 14.4 19.6 8.6 18.5

ホワイトデー 11.3 5.9 11.8 12.3 9.7 11.1 14.3 5.7 12.3
国際⼥性デー 7.8 5.9 10.3 7.6 3.9 8.9 8.9 8.6 12.3
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単位：％

●⼤都市圏のある都道府県のみ表⽰。多くの地域で回答者の⺟数数が少ないので参考値。

【主要都市所在県別】

直近に贈った
全体 1.北海

道
2.宮城

県
3.埼⽟

県
4.千葉

県
5.東京

都
6.神奈
川県

7.静岡
県

8.愛知
県

9.京都
府

10.⼤
阪府

11.兵
庫県

12.広
島県

13.福
岡県

1099 51 28 92 60 169 90 19 60 19 78 58 20 35 

いい夫婦の⽇ 6.7 7.8 14.3 4.3 5.0 7.1 6.7 0.0 3.3 5.3 5.1 10.3 10.0 5.7

愛妻の⽇ 5.3 5.9 7.1 2.2 5.0 6.5 6.7 0.0 1.7 5.3 2.6 3.4 10.0 5.7

バレンタインデー 6.7 5.9 10.7 5.4 5.0 9.5 5.6 0.0 1.7 5.3 3.8 8.6 10.0 5.7

ホワイトデー 6.0 3.9 10.7 5.4 5.0 8.9 5.6 0.0 1.7 5.3 1.3 6.9 5.0 5.7

国際⼥性デー 5.0 5.9 7.1 3.3 5.0 7.1 6.7 0.0 1.7 5.3 0.0 5.2 5.0 5.7

過去に贈ったことがあ
る

全体 1.北海
道

2.宮城
県

3.埼⽟
県

4.千葉
県

5.東京
都

6.神奈
川県

7.静岡
県

8.愛知
県

9.京都
府

10.⼤
阪府

11.兵
庫県

12.広
島県

13.福
岡県

1099 51 28 92 60 169 90 19 60 19 78 58 20 35 

いい夫婦の⽇ 6.3 5.9 10.7 4.3 5.0 8.3 7.8 0.0 3.3 5.3 3.8 8.6 5.0 8.6

愛妻の⽇ 5.3 2.0 7.1 3.3 5.0 7.7 5.6 0.0 1.7 5.3 3.8 3.4 10.0 5.7

バレンタインデー 7.4 3.9 10.7 4.3 6.7 9.5 10.0 0.0 5.0 5.3 7.7 6.9 5.0 5.7

ホワイトデー 7.0 2.0 3.6 8.7 6.7 9.5 8.9 0.0 5.0 5.3 3.8 8.6 10.0 2.9

国際⼥性デー 4.4 2.0 7.1 3.3 5.0 6.5 5.6 0.0 1.7 5.3 2.6 5.2 10.0 5.7

次回に贈りたい
全体 1.北海

道
2.宮城

県
3.埼⽟

県
4.千葉

県
5.東京

都
6.神奈
川県

7.静岡
県

8.愛知
県

9.京都
府

10.⼤
阪府

11.兵
庫県

12.広
島県

13.福
岡県

1099 51 28 92 60 169 90 19 60 19 78 58 20 35 

いい夫婦の⽇ 11.2 9.8 10.7 10.9 6.7 13.0 14.4 5.3 6.7 5.3 6.4 12.1 15.0 14.3

愛妻の⽇ 8.1 3.9 10.7 7.6 5.0 9.5 7.8 0.0 5.0 5.3 7.7 10.3 15.0 11.4

バレンタインデー 8.9 3.9 7.1 6.5 10.0 13.0 8.9 0.0 1.7 10.5 7.7 10.3 10.0 11.4

ホワイトデーのお返し 14.1 7.8 10.7 14.1 10.0 17.8 16.7 10.5 10.0 5.3 10.3 15.5 15.0 17.1

ホワイトデー 11.3 5.9 7.1 13.0 13.3 13.6 11.1 5.3 8.3 10.5 9.0 12.1 15.0 11.4

国際⼥性デー 7.8 5.9 10.7 3.3 6.7 10.7 8.9 0.0 1.7 10.5 9.0 6.9 15.0 8.6

2-1.各記念⽇ごとの花の購⼊率、購⼊意向
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●「国際⼥性デー」を除いたいずれの記念⽇でも、「次回贈りたい」に今回上昇がみられた。「いい夫婦
の⽇」「愛妻の⽇」が既婚者ベースでそれぞれ3.5ポイント、4.1ポイントの上昇。

●全体で「バレンタインのお返しとして贈りたい」が3.7ポイント、「次回のホワイトデーに贈りたい」が2.9
ポイントと22/23年⽐よりも⼤きく上昇している。

●国際⼥性デーが「直近・過去・次回」ともに他の記念⽇よりもスコアが低く、認知は浸透してきている
ものの、“花贈りのイベント”としての需要拡⼤が今後の課題である。

※ジェンダーフリーの質問となった2021年からの経年変化を⼀覧表にまとめた。

【全体／経年変化】（全体 MA）

購⼊率、購⼊意向 推移
2021年 2022年 2023年 2024年 23/24年⽐

（全体のスコア）
全体（既婚者） n 514 848 447 364

直近のいい夫婦の⽇に贈った 6.2 6.0 7.2 8.5 1.3

過去のいい夫婦の⽇に贈ったことがある 9.9 7.1 10.3 8.0 -2.3

次回のいい夫婦の⽇に贈りたい 18.3 9.0 11.9 15.4 3.5

全体（既婚者） n 514 848 447 364

直近の愛妻の⽇に贈った 5.3 4.5 6.5 6.0 -0.5

過去の愛妻の⽇に贈ったことがある 3.5 3.9 6.9 5.8 -1.1

次回の愛妻の⽇に贈りたい 8.2 5.5 6.9 11.0 4.1

全体 n 1036 2180 1100 1099

直近のバレンタインデーに贈った 4.1 4.2 5.4 6.7 1.3

過去のバレンタインデーに贈ったことがある 7.0 5.6 7.5 7.4 -0.1

次回のバレンタインデーに贈りたい 10.2 8.4 9.5 8.9 -0.6

バレンタインのお返しとしてホワイトデーに贈りたい 17.7 11.0 10.4 14.1 3.7

全体 n 1036 2180 1100 1099

直近のホワイトデーに贈った 4.2 4.7 5.7 6.0 0.3

過去のホワイトデーに贈ったことがある 8.0 5.5 7.3 7.0 -0.3

次回のホワイトデーに贈りたい 12.6 7.1 8.4 11.3 2.9

全体 n 2180 1100 1099

直近の国際⼥性デーに花を贈った 3.7 3.7 5.0 1.3

過去の国際⼥性デーに花を贈ったことがある 4.2 4.0 4.4 0.4

次回の国際⼥性デーに花を贈りたい 7.2 8.2 7.8 -0.4

※いい夫婦の⽇／愛妻の⽇は、2023年までは既婚者のみに質問しているため、2024年データは既婚者とした。

単位：％

©国産花き需要拡⼤推進協議会 75

②若年層向け新たなパーソナルギフト需要創出活動

75



●直近の国際⼥性デーに花を贈った⼈は全体で5.0%。「過去に贈った」⼈は4.4%。「次回贈りたい」
⼈が7.8%の結果。

●性別で⾒ると、「次回贈りたい」⼈が男性で10.1%と⼥性を⼤きく上回っている。
●年代別では、「直近・過去・次回」ともに20代で上の年代を⼤きく上回っている。特に「次回贈りたい」
が12.8%と全体のスコアを⼤きく上回っている。
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男性：n =547、⼥性：n= 552 20代：n =368、30代：n=365、40代：n=366

単位：％

単位：％

単位：％

Q13 国際⼥性デーについて、以下の項⽬ごとに、ご⾃分にあてはまるかどうかを
それぞれお選びください。（全体 n=1099）

【全体】

【性別】 【年代】

n=1099

2-1-5.国際⼥性デー 購⼊率、購⼊意向 ※2022年に設問を追加
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過去の国際⼥性デーに花を贈った事がある
次回の国際⼥性デーに花を贈りたい

●国際⼥性デーの花の購⼊率を全体の時系列でみると、「直近に贈った」「過去に贈った」ともに
スコアは微増（直近︓23年4.0%→24年5.0%、過去︓3.7%→4.4%）。「次回贈りたい」
は微減だった。

●男性では、「直近・過去・次回」ともに全体を上回っているが、時系列では⼤きな変化は⾒られない
のが現状である。

【経年変化（全体）】

n=2180
単位︓％

※国際⼥性デーについての設問は22年から追加

n=1100
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2-1-5.国際⼥性デー 購⼊率、購⼊意向
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